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違
和
感
な
く
電
子
化
移
行

エ
l
・
シ
1
・
エ
ス
は
、
国
土
交
昧
が
な
い
」
と
の
考
え
か
ら
だ
。
提

通
省
地
方
整
備
局
ご
と
で
微
妙
に
異
供
す
る
『
工
事
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
』

な
る
工
事
関
係
書
類
に
合
わ
せ
た
情
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
帳
票
に
沿

報
共
有
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
心
掛
っ
た
フ
ォ
ー
ム
型
の
入
力
画
面
を
採

け
る
。
嶋
田
孝
司
社
長
は
「
地
方
自
用
し
、
見
た
目
に
は
従
来
と
変
わ
ら

治
体
も
合
め
h

ど
う
い
う
形
式
の
帳
な
い
表
示
に
よ
っ
て
、
利
用
者
が
違

票
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
」
と
胸
を
和
感
な
く
電
子
化
に
移
行
で
き
る
環

張
る
。
‘
紙
べ

i
ス
の
時
よ
り
も
不
便
境
を
提
供
し
て
い
る
。

に
な
っ
て
し
ま
え
ば
「
電
子
化
の
意
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
は
帳
票
様
式

の
入
力
画
面
に
直
接
入
力
す
る
こ
と

で
、
一
戸
惑
わ
ず
に
修
正
が
容
易
に
で

き
る
ほ
か
、
電
子
決
済
に
は
印
影
の

入
力
欄
を
設
け
る
な
ど
細
部
に
ま
で

こ
だ
わ
る
。
営
業
グ
ル
ー
プ
の
吉
田

晃
マ
ネ
J
ジ
ャ
ー
は
「
シ
ス
テ
ム
開

発
の
手
間
は
か
か
る
が
、
利
用
者
が

使
い
や
す
い
も
の
を
提
供
し
た
い
。

従
来
の
仕
様
に
近
づ
切
る
こ
と
で
、

利
用
者
は
安
心
し
て
使
え
る
」
と
強

調
す
る
。
〈

帳
票
の
下
段
に
は
コ
メ
ン
ト
欄
を

設
け
て
い
る
。
決
裁
権
限
が
な
く
て

も
工
事
関
係
者
な
ら
誰
で
も
書
き
込

む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
情
報
伝
達

の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
実

際
に
は
協
議
書
類
の
修
正
な
ど
の
や

り
取
り
に
使
わ
れ
る
ケ
!
ス
が
多
く

書
類
作
成
の
流
れ
が
一
目
で
分
か

る
。
開
発
グ
ル
ー
プ
の
高
橋
哲
郎
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
利
用
者
の
声
を
反

映
し
た
機
能
の
一
つ
」
と
明
か
す
。

同
社
は
、
施
工
体
制
台
帳
な
ど
頻

繁
に
提
出
が
必
要
な
資
料
の
作
成
時

間
を
短
縮
で
き
る
コ
ピ
l
機
能
や
、

図
面
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー

ジ
で
保
管
す
る
こ
と
で
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
や
タ
イ
ム
ラ
グ
な
ど
を
解
消
し

た
共
通
書
類
管
理
機
能
、
急
ぎ
の
書

類
に
は
回
答
希
望
日
を
入
力
す
る
こ

現
場
の
声

年符a，
確 認 書
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な
部
分
の
独
自
性
を
見
て
ほ
し
い
」

(
吉
田
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
。
近
年
は

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
が
顕
著
に
伸

び
始
め
、
年
間
5
0
0件
程
度
の
規

模
で
推
移
し
て
い
る
。

四
年
4
月
に
は
、
国
交
省
の
機
能

要
件

(
R
e
V
3
・
0
)
に
対
応
す

る
こ
と
に
合
わ
せ
、
シ
ス
テ
ム
開
発

の
基
盤
言
語
を
刷
新
し
た
。
機
能
要

件
の
追
加
は
今
後
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
使
い
や
す
さ
を
求
め
る
受
発
注

者
か
ら
の
要
望
も
絶
え
な
い
。
基
盤

言
語
の
変
更
に
よ
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
l
面
の
強
化
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ

ー
の
声
を
す
ぐ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
態
勢
が
整
っ
た
。

常
に
同
社
は
利
用
者
の
た
め
に
何

が
必
要
か
を
考
え
て
き
た
。
嶋
田
社

長
に
は
「
建
設
業
と
と
も
に
向
き
合

っ
て
シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
て
き

た
」
自
負
が
あ
る
。
よ
り
良
い
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
続
け
て
い
く
中
で
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
「
ク
ラ
ウ
ド

へ
の
移
行
」
を
考
え
て
い
る
。

(
畠
山
涼
子
)

【建設ICT】

1.日経 2 朝日 3.毎 日

4 中産読部売経経 5 建信静岐濃通車岡毎 6. 中 日7. ~ ~ 8. D 1M! 9.伊勢
済 11.WiiI 12.日刊工業

品建設通信 14信 日 15日本海事
建設工業
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